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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己 

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 
徳のある人間性

の育成 

図書館の年間の貸出数

5,000冊以上 Ｂ Ｂ 

・読書方法も変化した。電子書籍

も含めて読書の状況を把握できる

といい。指標の再検討が必要。 

・生徒がクロームブックを利用し

て購入希望の書籍を示すことはで

きないか。 

・図書館で多数の生徒が自習し、

学習の場として提供できている

が、やや狭さも感じた。何か策が

あればいい。 

交流を通して互いの文

化の良さをシェアする

生徒 80% 
Ｂ Ｂ 

・希望者の多くが国際交流に参加

できるような工夫、予算が必要。 

県全体で多くの高校生が参加でき

るといい。 

・教職員も海外研修の機会が必要。

海外の教育事情を知るべき。 

 

イ 

確かな学力の育

成 

ＩＣＴ機器を活用し、

させる授業を実践する

教員 100% 
Ａ Ａ 

・楽譜も電子媒体の時代で、特別

教室にも Wi-Fi環境の整備が必

要。 

・生徒のクロームブックの使いや

すさはどうか気になる。 

基礎基本を大切にし、

授業に主体的に取組む

生徒 80%、測定ツールを

活用し、授業改善に取

組む教員 90% 

Ｂ Ａ 

・「主体的な学び」について授業で

工夫はされている様子である。考

えることは重要だが、基礎学力を

身に付ける時間が減るのでは。 

理数科事業に積極的に

取組む生徒 90% Ａ Ａ 

・ＰＣとどのように関わっている

のか、プログラム言語については

どの程度触れているのか。 

ウ 

こころざしの育

成と進路目標の

実現 

高大連携事業参加 50

名、オープンキャンパ

ス参加率 90%以上 
Ａ Ａ 

・生徒がオープンキャンパスに参

加してどのような感想を持ってい

るのか。以前は、自分から学びた

いことを探して進学した。 

ミニ大学を通して進路

意識が向上した生徒

90% 
Ａ Ａ 

・大学から情報が提供されており、

大学側の協力も様々ある。 
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エ 

健やかでたくま

しい心身の 

育成 

部活動や学校行事に積

極的に取組む生徒 90%

以上 
Ａ Ａ 

・学校周辺に設置してある横断幕

で生徒の活躍の様子はわかる。文

化祭でも様々な文化部等の披露が

あると思うので、見学してみたい。 

自主的に健康管理がで

きる生徒 90% Ｂ Ａ 
・健康管理に様々な手立てがされ

ている様子で素晴らしい。 

オ 

安全・安心で、信

頼される学校づ

くりの推進 

〈いじめ・ネットトラ

ブル・交通事故等に関

する内容について〉 

安全・安心な学校生活

を送っている生徒 100% 

Ａ Ａ 

・生徒が事故に遭わないことが大

切であるが、歩道でもスピードを

出して自転車で走行する生徒が見

られる等、歩行者への配慮も必要。 

〈カウンセリングの充

実等に関する内容につ

いて〉 

安全・安心な学校生活

を送っている生徒 100% 

Ｂ Ｂ 

・心のケアが必要な生徒はどのく

らいいるのか。大学でもカウンセ

リング希望者は多くカウンセラー

が常駐している。大学では、カウ

ンセリングルームも抵抗なく相談

に行けるよう工夫をしている。 

安心で快適な学校生活

を送ることができる環

境整備 
Ａ Ａ 

・学校がきちんと対応している様

子。 

12 月の地域防災訓練に

参加する生徒 80% Ｂ Ｂ 

・防災訓練の参加率を上げるには、

地域の人たちのはたらきがけが必

須。 

・有事の際、高校生の力が最も必

要。何をすべきか、動画等で大人

が示すべき。 

積極的に情報発信を行

っているとする保護者

80% 
Ａ Ａ 

・「グーグルトレンド」で、どんな

地域でどのような方がホームペー

ジを見ているかわかり比較も可能

である。活用するといい。 

カ 

ワークライフバラン

スを考えた働き方

改革 

定時退勤や時間外業務

の縮減を意識する教職

員 90% 
Ｂ Ｂ 

・ワークライフバランスがとれて

いる様子。 

 


